




肥満度+40%以上の単純性肥満児 51 例に、後ろ向きに減量に有効なエネルギー量と判定さ

れた肥満治療食を投与し、毎日朝食前の尿ケトン定性反応を調べた。86%の症例で治療開

始第 6日までにケトン陽性となった。また、いったん尿ケトン陽性になった症例ではその

エネルギー量を継続すれば、その後の尿中ケトンの持続･消失にかかわりなく体重減少が

持続することが明らかになった。尿ケトン陰性が持続してもその治療食が無効とは限らな

いが、そのような場合は極めて稀であり、朝食前尿のケトン定性反応は、簡便で確率の高

い減量効果予測法であることが判明した。


